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平成21年度 事業報告

岡山理科大学附属中学校

完全なる中高六年一貫教育により勉強と課外

活動を両立させながら、六年後は全国のトップ

大学および医歯薬獣系大学、関連大学へ進学さ

せることを通じて、日本社会各分野のトップリ

ーダーとなる人材を育成する。

完全なる中高六年一貫制によ

る思い切った先取り教育、大学

の支援による自習支援室、学外

有力講師によるトワイライト・

セミナー等の充実により、国立大学医学部や

超難関私立大学等への合格・進学を実現しま

した。

大学への支援を受ける等、理科教育に力を

入れ、生物系３学会において最優秀賞を

受賞するとともに、ロボット研究会を立ち上

げ、ロボカップジュニア大会に参加し、上位

入賞を果たしました。

課外活動を活発化させ、健全な体力と充実

した気力を兼ね備えた人間教育を充実させ、

全国中学ソフトテニス大会で優勝を果たしま

した。

岡山理科大学附属中学校 校長 新倉 正和

教育の充実

■ＭＥＤＩＣＡＬクラス、ＰＲＥＰクラス

今年度３年生から、学力強化を図るため、

ＭＥＤＩＣＡＬ（医系進学）クラスとＰＲＥＰ

（難関大学進学）クラスのクラス分けを行い、学

力上位層の強化および下位層の底上げをはかりま

した。生徒一人ひとりに対するキメ細かいフォロ

ーを行い、超難関大学・医歯薬獣系大学への進学

実績を向上させました。

■チューターによる自習支援室

放課後、自習支援室を設け、岡山理科大学の大

学院生をチューターとして配置し、生徒の質問に

答えるなど、学力向上を支援しました。特に、学

力下位層については、指名補習も実施し、弱点強

化をはかりました。

■学内外有力講師によるトワイライト・セミナー

高２・高３の学力上位層について、放課後、ト

ワイライト・セミナーを開催し、学内外有力講師

による大学受験指導を行いました。これにより、

超難関大学・医歯薬獣系大学への進学実績を向上

させました。
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■科学オリンピック、ＳＳＨへの挑戦

関連大学（岡山理科大学、倉敷芸術科学大学）

の教授陣による高大連携プログラムに積極的に参

加させ、先端自然科学に対する好奇心を醸成する

とともに、芸術文化分野における感性を醸成しま

した。附属高校が主導するＳＳＨ（スーパー・サ

イエンス・ハイスクール）に対して連携・協力す

るとともに、科学オリンピックに向けた取り組み

を継続しました。

■イマージョン教育（英会話、芸術科目）

専任ネイティブ教員によるイマージョン教育

（英会話、芸術科目）を継続・強化し、生活感覚

の中から英語力を強化するとともに、グローバル

・スタンダードを持ち、国際社会で活躍できる人

材の育成をはかりました。

■教育活動の進捗状況

中高六年一貫コースの目標として、全国難関大

学や医歯薬学系大学への進学を目指しており、６

年の課程を前倒しで進めるとともに、全国模試や

各種検定試験指導を強化しました。全国模試や各

種検定ともに、一学年上のレベルに挑戦させ高い

実績を得ました。数学検定では、中学３年生のう

ち１人が準２級（高校中級レベル）に合格しまし

た。同様に、英語検定では２年生１人と３年生１

人が準２級、漢字検定では１人が２級、１人が準

２級に合格しました。

１年生は倉敷芸術科学大学で陶芸、ガラス工芸

実習を、２年生は玉野総合医療専門学校で介護体

験実習を行いました。中学３年生はＮＰＯ法人ま

ちづくり推進機構岡山の協力を得てメディカル体

験を行いました。

新規事業

■ソフトテニスコートの増設

昨年度より、男女ソフトテニス部を創部しまし

た。創部２年目にもかかわらず男女とも揃って中

国大会出場を果たし、団体女子が優勝するなど活

躍いたしました。従来は高校のテニスコートを間

借りして練習を行っておりましたが、新入生を新

たに迎え部員も大幅に増えたため、テニスコート

を増設（４面）しました。（１１月１９日）

■教育交流協定の締結

平成２０年度から海外研修受け入れ先となった、

南オーストラリアのバンクシャー・インターナシ

ョナルハイスクールと教育交流協定を締結して、

相互の交流を深める予定でしたが、新型インフル

エンザ感染拡大の影響により、今年度の研修旅行

は中止となりました。

■校外研修、インターアクト活動の推進

これまで関連大学や関連専門学校への医療分野

や芸術分野の研修を実施してきましたが、それに

加えて人間力・自発力の向上を目的として、岡山

理科大学の教育ＧＰの支援を受け、牛窓ヨットハ

ーバーにおける段ボール製ボート作りを中心とし

た「ものづくり自然体験学習」等を実施しました。

また、これまで生徒会ではミャンマーのサイクロ

ン被害者への支援活動を実施してきましたが、そ

れを北西ロータリークラブのインターアクト活動

へ発展させました。
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課外活動

■部活動の実績

ソフトテニス部が創部２年目にもかかわらず団

体男子が全国優勝を果たしました。団体女子も県

大会優勝、中国大会出場を果たしました。

また、女子バレーボール部においても中国大会

出場を果たしました。

生徒募集

■広報活動

入学者確保のため、広報・募集対策活動の充実

を最重要課題として位置づけました。志願者数と

入学者数の拡大については、戦略ワーキンググル

ープを設けて計画的に進めました。生徒募集活動

においては、塾及び小学校との連携をより一層深

めるために、実施日を決めて教員が塾及び小学校

への一斉訪問を実施しました。

８月下旬に開催するオープンスクールに実験教

室、バレーボール教室、ソフトテニス教室、イマ

ージョン教育の授業、講演会を組み込むなど魅力

ある内容にしました。また、学校案内をはじめ学

内発行の新聞やＰＲ冊子を、小学校及び小学校Ｐ

ＴＡ並びに塾や町内会、ロータリークラブ宛にも

発送し、学校のＰＲ活動に努めました。体育祭並

びに学習発表会の開催の案内も併せて実施しまし

た。町内会、ロータリークラブ等との連携を通し

て、地域に愛され親しまれる学校づくりに努めま

した。

■具体的な方策

①小学校の重点学区を設けて、学校案内や入試要

項を６年生全員に配布しました。

②重点塾を設けて、実験教室の案内をひとあし先

に配布する。重点塾を対象にした実験教室を行

うなど、塾との関係を一層強化しました。

③入試説明会やオープンスクールで医歯薬系に関

する講演会を行いました。

④１１月の岡山理科大学の学園祭の「わくわく広

場」の開催日に中学校のオープンスクールを組

み込みました。

⑤ソフトテニス部のジュニアチームに出向き、指

導を行うなどして交流をはかると同時にＰＲを

行いました。

⑥岡山シーガルズの河本監督と協力して、スポー

ツ少年団を回るなど、女子バレーボール部のＰ

Ｒに努めました。

⑦美術の授業で牛乳パックから手作りのハガキを

作り、出身小学校にオープンスクールや近況報

告を行いました。

■入試説明会

７月 ６日（月） 塾対象

１０月 １日（木） 塾対象

１０月１７日（土）

１１月 ６日（金） トワイライト

１１月 ７日（土） 神戸、姫路

１２月 ５日（土） 神戸、姫路

■オープンスクール

７月３０日（木） ９：３０～１２：００

８月２６日（水） ９：３０～１２：００

８月２７日（木） ９：３０～１２：００
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■実験教室

６月２７日（土） １３：００～１５：００

７月３０日（木） ９：３０～１２：００

８月２６日（水） ９：３０～１２：００

８月２７日（木） ９：３０～１２：００

９月２６日（土） １３：００～１５：００

１０月２４日（土） １３：００～１５：００

１１月 ７日（金） １８：００～１９：００

■生徒の募集・広報

岡山市、倉敷市、赤磐市、備前市、神戸市、明

石市、姫路市、相生市を中心に塾訪問及び小学校

訪問を行いました。７月、８月、９月、１０月、

１１月、１２月にオープンスクール及び入試説明

会を行いました。７，８月に開催したオープンス

クールに実験教室、バレーボール教室、ソフトテ

ニス教室、イマージョン教育の授業、講演会を組

み込み約１，０００名の参加者を得ました。１０

月に開催した入試説明会では、適性検査対策特別

講座を組み込み約１５０名の参加者を得ました。

主な行事

4月 9日 入学式

4月26日 授業参観

5月16日 ＰＴＡ総会、授業参観

6月13日 海外研修 6/21まで

7月29日 休み前集会

9月 1日 休み明け集会

9月12日 体育祭

9月30日 前期終業集会

10月5日 後期始業式

11月14日 学習発表会

12月24日 休み前集会

1月8日 休み明け集会

1月16日 百人一首大会

3月18日 義務教育終了式

3月19日 終了式

生徒・教職員数

■在籍生徒数

（平成21年5月1日現在）

学校名 入学定員 入学者数 収容定員 在学者数

（単位：人）

岡山理科大学附属中学校 1582405580

■卒業者数等一覧

（平成２１年度）

区分 修了者
内部

進学者
その他

岡山理科大学附属中学校 39 31 8

（単位：人）
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■教職員数

（平成21年5月1日現在）

校長 教頭 教諭 教員　計 事務職員

※校長は大学教員と兼務 （単位：人）

17 3(1)※ 1 16

財務関係

■消費収支

（単位：千円）

年度　

　科目

学 納 金 収 入 85,158 77,644

補 助 金 収 入 54,419 50,395

そ の 他 収 入 25,353 24,849

帰 属 収 入 合 計 164,930 152,888

基本金組入額合計 △ 373 △ 939

消費収入の部合計 164,557 151,949

人 件 費 212,395 211,572

教 育 研 究 経 費 35,506 35,789

管 理 経 費 18,209 15,504

そ の 他 支 出 0 0

消費支出の部合計 266,110 262,865

21年度
決算額

前年度
決算額

■施設設備整備状況（抜粋）

（単位：千円）

事業名 金額

ソフトテニスコート４面増設 48,500
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